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である。（8）式を見ると，企業のリスクに対する選好と生産関数の技術的構









術を仮定する。つまり， ， ，および ， で
ある。このとき（8）式の分子の第 1 項は， ， ， で
あるから正，第 2 項は， であるから ，かつ であ
るから，やはり正である。したがって，（8）式の分子は負となる。他方，分
母は ， ， であるから第 1 項は負， ，















な効用関数では， より となるが， である
から，（8）式の分子の第 2 項は 0 となる。したがって，分子の符号は負であ
る。また，分母は であるから，第 1 項と第 3 項は 0 である。
したがって，分母の符号は生産関数の技術的条件によって決定される。もし
生産関数が収穫逓減的であるとすると， であるから，第 2 項は負
となり，結果として McKenna（1986）と同様の結果 が得られる。他







生産関数の性質 収穫逓増 収穫逓減 収穫一定
（8）式の符号 － ＋ 定義されない
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効用関数では， について であり，かつ であ
る。したがって，（8）式の分子について，第 1 項は正のままであるが，第 2
項は となる。したがって，分子の符号は場合分け（Ⅰ
およびⅡ）が必要となる。
Ⅰ　第 1 項＞第 2 項　ならば　分子は負
Ⅱ　第 1 項＜第 2 項　ならば　分子は正
次に分母の符号条件を検討する。選好がリスク愛好的な場合，
であるから，分母の第 1 項は正である。また同様の理由で第 3 項も正である。
したがって，分母の符号は第 2 項の生産関数の技術的条件と，分母を構成す
る 3 つの項の相対的な大きさによって決まる。もし，企業の生産関数が収穫
逓減的であれば第 2 項は負，収穫一定の場合は 0，収穫逓増的な場合は正と
なる。したがって，分母の符号についても場合分けが必要となる。








①　第 2 項＞第 1 項 + 第 3 項　　ならば　分母は負











































Ⅰ － ＋ － －
Ⅱ ＋ － ＋ ＋
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下で成立する生産物の市場価格，Y はその時の生産量，v（･）は可変費用関数，











その平均市場価格 が確実性下における市場価格 pc と等しいと仮定
する。費用関数が同一であるとすると，生産量の水準が Yc＊＝Y ＊のとき，限


















性の下での市場価格と等しい（p＝pc）ならば pY ＊＝pcY ＊となるから，不確



















ち であれば， のとき となるが，限界効用は
と な る た め ， と な る 。 逆 に ， の と き は
となるから， となる。つまり， となる点が存
在するということである。（17）式は価格水準が p＝pc のとき以外，すなわ 




































































逆に， のときは となるから， となる。つまり，
この場合も となる点が存在するということである。（17）式は p＝pc
のとき以外，すなわち ， のいずれの場合であっても，それぞ




































































































Abel, A. B.(1983), “Optimal Investment under Uncertainty”, The American Economic 
Review, 73, 228-233.
Abel, A. B. and J. C. Eberly (1999), “The Effects of Irreversibility and Uncertainty on 
Capital Accumulation”, Journal of Monetary Economics, 44, 339-377.
Caballero, R. J. and R. S. Pindyck (1996), “Uncertainty, Investment, and Industry 
Revolution”, International Economic Review, 37, 641-662.
Das, S.P. (1980), “Further Results on Input Choices under Uncertain Demand”, The 
American Economic Review, 70, 528-532.
Dixit, A. K. and R. S. Pindyck (1994), Investment under Uncertainty, Princeton 
—  69  —
生産活動および市場価格の不確実性の影響について（永冨）
University Press.
Ferderer, J. P. (1993a), “The Impact of Uncertainty on Aggregate Investment Spending: 
An Empirical Analysis”, Journal of Money, Credit, and Banking, 25, 3-48.
Ferderer, J. P. (1993b), “Does Uncertainty Affect Investment Spending ? ”, Journal of 
Post-Keynesian Economics, 16, 19-35.
Ghosal, V. (1995), “Input Choices under Price Uncertainty”, Economic Inquiry, 33, 
142-158.
Hartman, R. (1972), “The Effect of Price and Cost Uncertainty on Investment”, Journal 
of Economic Theory, 5, 258-266.
Hartman, R. (1976), “Factor Demand with Output Price Uncertainty”, The American 
Economic Review, 66, 675-681.
Holthausen, D. M. (1976), “Input Choices and Uncertainty Demand”, The American 
Economic Review, 66, 94-103.
Leahy, J. and T. M. Whited (1996), “The Effects of Uncertainty on Investment: Some 
Stylized Facts”, Journal of Money, Credit, and Banking, 28, 64-83.
Leland, H. E. (1972), “Theory of the Firm Facing Uncertain Demand”, The American 
Economic Review, 62, 278-291.
McKenna, C. J. (1986), The Economics of Uncertainty: Wheatsheaf Books.
Pindyck, R. S. (1982), “Adjustment Costs, Uncertainty and the Behaviour of the Firm”, 
The American Economic Review, 72, 415-427.
Pindyck, R. S. (1991), “Irreversibility, Uncertainty, and Investment”, Journal of 
Economic Literature, 29, 1110-1148.
Pindyck, R. S. (1993), “A Note on Competitive Investment under Uncertainty”, The 
American Economic Review, 83, 273-277.
Sandmo, A. (1971), “On the Theory of the Competitive Firm under Price Uncertainty”, 
The American Economic Review, 61, 65-73.
Zeira, J. (1990), “Cost Uncertainty and the Rate of Investment”, Journal of Economic 
Dynamics and Control, 14, 53-63.
永冨隆司（2007）「税制改正と製造業諸企業の投資条件の変化」諏訪貞夫　編著『日
本経済の進歩と将来』所収　成文堂．
永冨隆司（2010a）「税制改正と企業の投資機会」千田亮吉　ほか　編著『行動経済学
の理論と実証』所収　勁草書房．
永冨隆司（2010b）「投資行動の非対称性と連動性」永冨隆司　ほか　著『平成不況』
所収　文眞堂．
